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附録 B 

（規範性附録） 

稲種形質表の解釈 

B.1 稲種生育段階  表B.1を参照してください。 

 

表 B.1 稲種生育段階表 

番号  記述  番号  記述  番号  記述  

萌芽期 茎生長期 71 穎果に水分が

満ちる 

00 乾燥種子 30 偽茎の立ち方 73 乳熟初期  

01 吸水開始 31 第1節出現  75 乳熟中期  

03 吸水完了 32 第2節出現  77 乳熟後期  

05 頴果から幼根の出現  33 第3節出現  登熟期 

07 頴果からしょう葉の

出現す  

34 第4節出現  80  

09 しょう葉先端に葉が

のぞく  

 

35 第5節出現 第5節出現  登熟前期  

苗生長期 36 第6節出現 85 登熟期  

10 第一葉が子しょう葉

から動き出す  

37 止め葉がちょうど見え

る 

87 登熟後期 

11 第一葉展開  39 止め葉の葉舌/襟がち

ょうど見える  

成熟期 

12 第二葉展開  穂ばらみ期 90  

13 第三葉展開  40  91 穎果が硬く、

末端小穂が成

熟。 

14 第四葉展開  41 止め葉の葉しょうが伸

びる  

92 

 

穎果が硬く，

90％以上の小

穂が成熟  15 第五葉展開  43 穂が膨らみ始め、ちょ

うど見える 

16 第六葉展開  45 穂が膨らむ 93  

17 第七葉展開  47 止め葉の葉しょうが展

開。  

94 過熟、茎の枯

れ上がり  

18 第八葉展開 49 穂の頂上に穎果が露出  95 種子が休眠 

19 第九葉又はそれ以上

の葉が展開  

出穂期 96 完熟種子の発

芽率が50％ 

 分げつ期 50 第1小穂がちょうど見

える。  

20 主苗のみ 53 1/4穂抽出  97 種子休眠がと

ける  

 

 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

54 籾：外頴の色フェ

ノール反応強度  

QN  

(+)  

92 

VG 

極弱  1 

弱  3 

中 広陸矮4号  5 

強 Dasanbyeo  7 

極強  9 

55 精米：胚乳の型PQ  

(+)  

92 

VG 

糯 麗水糯  1 

半糯  2 

粳 広陸矮4号  3 

56 精米：アミロース

含有量  

QN  

(+)  

92 

MG 

無又は極低   1 

低   3 

  中  5 

高  7 

極高  9 

57 精米：アルカリ崩

壊性 

QN  

(+)  

92 

VG  

無又は極低  1 

低  3 

中  5 

高  7 

58 抵抗性：白葉枯病  

QN  

(+)  

40 

VG 

高抵抗性  1 

抵抗性  2 

やや抵抗性  3 

やや感受性  4 

感受性  5 

高感受性  6 
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形質 9 第二葉：葉の舌の形，図 B.2。 

 
図 B.2 第二葉：葉舌の形 

 

形質10 出穂期 

種を蒔いた翌日から 50％の植株が出穂するまでの時間。 

GB/T 19557.7—×××× 14  

形質 11、31 止め葉：姿勢（初期、後期），図 B.3。 

 

       

図 B.3 止め葉：姿勢（初期、後期） 

 

形質14 止め葉：葉の巻き型 

  正巻き指葉の両側が葉の正面へ巻く；反巻き指葉の両側が葉の裏面へ巻く；螺旋状の指葉

の巻き型が螺旋状を呈する。 

 

形質17 不稔系品種のみに適用する：花葯：不稔花粉型 

  不稔花粉が花粉無し型、典敗（単核期不稔）、円敗（二核期不稔）と染敗（三核期不稔）

という四種類に分けられている。状態区分は表B.2に参照してください。 

  

切形 

水平 反曲 

 

21 主苗と第一分げつ  55 1/2穂抽出  98 二次休眠が誘

発  

22 主苗と第二分げつ 57 3/4穂抽出  99 二次休眠が消

失 

23 主苗と第三分げつ  59 穂の全体抽出  移栽と回復  

24 主苗と第四分げつ  開花期 T1  苗取り  

25 主苗と第五分げつ  60 開花開始 T2 田植え  

26 主苗と第六分げつ  65 開花半分 T7 苗が若返す  

27 主苗と第七分げつ  69 開花完了  T9  引き続く生長

る 

28 主苗と第八分げつ  注入期    

29 主苗と第九分げつ又

はそれ以上の分げつ  

70    

 

 

B.2 一部形質の解釈  

形質分级と図の中のコードが表 A.1に参照してください。 

形質 2 植物体：草型 図 B.1に参照してください。 

 

 

 

 

図B.1 植物体：草型  

開 

開張 ほふく 
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形質34 穂の二次枝梗のタイプ，図B.5。 

 

 

少 中 多 

 

 

図B.5 穂：二次枝梗タイプ 

 

形質35 穂の二次枝梗の向き，図B.6。 

 

 
直立 半直立 開張 

 

  

 

表B.2 不稔系品種のみに適用する：花葯：不稔花粉タイプの状態区分 

状態 不稔花粉タイプの分布状況  コード 

花粉無しタイプ  花粉無し又は極少量のその他

の敗育型の花粉  

1  

典敗型（単核期不稔） 典敗花粉が全ての花粉の50％

以上を占めている  

2  

円敗型（二核期不稔） 円敗花粉が全ての花粉の50％

以上を占めている。 

3  

染敗型（三核期不稔） 染敗花粉が全ての花粉の50％

以上を占めている。 

4  

 

形質20 不稔系品種のみに適用する：穂：柱頭総露出率  

  花穎開花後柱頭が完全又は一部が穎殻の外へ露出するのは、柱頭外露と呼ばれる。柱頭

外露が下記二つの状況に分けられる。即ち単外露は：花穎の二つの柱頭の一つが穎殻の外

に露出する；双外露は：花穎の二つの柱頭も穎殻の外に露出する。柱頭総露出率は稲穂の、

単双柱頭外露の花穎の合計と既に開花した花穎の占める百分率を指す。  

 

形質22 稈：直径 

  観測部位が主茎稈の下の第三節間である。 

 

形質33、37 穂：姿勢（33）、穂：長さ（37），図B.4 

 

 

 

  
1 2 3 4 

直立 半直立 わずかに下曲げ 強く下曲げ 

 

図B.4 穂：姿勢、穂：長さ 
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形質34 穂の二次枝梗のタイプ，図B.5。 

 

 

少 中 多 

 

 

図B.5 穂：二次枝梗タイプ 

 

形質35 穂の二次枝梗の向き，図B.6。 

 

 
直立 半直立 開張 

 

  

 

表B.2 不稔系品種のみに適用する：花葯：不稔花粉タイプの状態区分 

状態 不稔花粉タイプの分布状況  コード 

花粉無しタイプ  花粉無し又は極少量のその他

の敗育型の花粉  

1  

典敗型（単核期不稔） 典敗花粉が全ての花粉の50％

以上を占めている  

2  

円敗型（二核期不稔） 円敗花粉が全ての花粉の50％

以上を占めている。 

3  

染敗型（三核期不稔） 染敗花粉が全ての花粉の50％

以上を占めている。 

4  

 

形質20 不稔系品種のみに適用する：穂：柱頭総露出率  

  花穎開花後柱頭が完全又は一部が穎殻の外へ露出するのは、柱頭外露と呼ばれる。柱頭

外露が下記二つの状況に分けられる。即ち単外露は：花穎の二つの柱頭の一つが穎殻の外

に露出する；双外露は：花穎の二つの柱頭も穎殻の外に露出する。柱頭総露出率は稲穂の、

単双柱頭外露の花穎の合計と既に開花した花穎の占める百分率を指す。  

 

形質22 稈：直径 

  観測部位が主茎稈の下の第三節間である。 

 

形質33、37 穂：姿勢（33）、穂：長さ（37），図B.4 

 

 

 

  
1 2 3 4 

直立 半直立 わずかに下曲げ 強く下曲げ 

 

図B.4 穂：姿勢、穂：長さ 
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形質52 玄米：香り  

 2gぐらいの玄米を25ml試験管に置き、10ml 1.7％KOH溶液を注入し、蓋を閉める。室温

（25℃）に10minを浸けた後蓋を開けてからすぐに鼻で嗅ぎ、標準品種を参照して、測定

品種の香りを判断する。 

  

形質53、54 穀粒：外頴の色フェノール反応（53）、穀粒：外頴の色フェノール反応強度

（54） 

 10粒の穀粒を取って直系5cmのシャーレの中に置き、5ml 1.5％のフェノール溶液を注入

し、蓋を閉め、室温に48hを放置して、穎殻の色合い反応を調査する。  

 

形質55 精米：胚乳タイプ 

 丸の精米を横切って、1％のI-KI溶液で断面を染め、胚乳の染色反応を調査する。赤褐

色が糯型であり，紺紫が粳型であり、やや赤い藍紫が中間型である。  

 

形質56 精米：アミロース含有量  

 GB/T 15683 の方法で測定し，分級標準が表B.3に参照してください。  

 

表B.3 精米：アミロース含有量の状態区分 

状態 アミロース含有量（％）  コード 

無又は極低  ≤2  1  

極低から低  3～5  2  

低  6～10  3  

低から中  11～15  4  

中  16～20  5  

中から高  21～25  6  

高  26～30  7  

高から極高  31～35  8  

極高  ＞35  9  

 

形質57 精米：アルカリ崩壊性  

 NY 83 方法で 测定する。  

 1 無又は極低（無崩壊）： 米粒に変化無し  

 3 低（軽度崩壊）： 米の心白があり、両側のみが溶解する  

 5 中（中等程度崩壊）： 両側がはっきりせず、環が完備している  

 7 高（高度崩壊）： 環が消える  

 

形質58 抵抗性：白葉枯病  

 当地の優位菌群の中の感染力の安定した菌株を選び、肉汁ペプトン又はその他の培地の

上に、28℃の定温の中に3dを培養し、3×10
8

個細菌/ml菌液を調合する。試験用品種をタ

イミングよく播種育苗し、苗齢期早生品種30d、中晩性品種25dぐらいで選出する。各品種

4列，各列6株，栽植距離20cm×20cm，本で田植えする。10品種ごとに抵抗性と感受性対照

の品種を1個を田植え、試験品種の周りに感受性品種を植える。苗が緑色になった後，肥

水の管理を圃場よりわずかに高くする。接種前2～3d、苗の状況によって窒素肥料を一回

撒く。穂はらみ期の前後に人工切り葉接種を行い、各株の茎の頂上に2～3枚の葉を展開す

 

形質36 穂：抽出度，図B.7。 

 

 

 

形質44 穀粒：千粒重  

 稲穀が収穫され乾燥された後，GB/T 3543.6 に規定された方法で穀粒の水分を測定し、

ランダムで1000粒のよく生育した穀粒を選出し、0.01gまで正確に量り、三反復する。実

測千粒重を水分の含有量が13 . 0 %である千粒重に換算する。  

水分千粒重が式（B.1）によって计算： 

W
d
×(1−H

d
)  

W
s
＝  

1−H
s 
 

……………………………………………

…（B.1）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図B.8 玄米：形 

非抽出 一部抽出 やや抽出 

 

普通の抽出 やや良好な抽出 良好な抽出 

 

楕円形 近円形 

長紡鍾形 
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形質52 玄米：香り  
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（25℃）に10minを浸けた後蓋を開けてからすぐに鼻で嗅ぎ、標準品種を参照して、測定
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し、蓋を閉め、室温に48hを放置して、穎殻の色合い反応を調査する。  
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表B.3 精米：アミロース含有量の状態区分 

状態 アミロース含有量（％）  コード 

無又は極低  ≤2  1  

極低から低  3～5  2  

低  6～10  3  

低から中  11～15  4  

中  16～20  5  

中から高  21～25  6  
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 NY 83 方法で 测定する。  
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 当地の優位菌群の中の感染力の安定した菌株を選び、肉汁ペプトン又はその他の培地の

上に、28℃の定温の中に3dを培養し、3×10
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個細菌/ml菌液を調合する。試験用品種をタ

イミングよく播種育苗し、苗齢期早生品種30d、中晩性品種25dぐらいで選出する。各品種

4列，各列6株，栽植距離20cm×20cm，本で田植えする。10品種ごとに抵抗性と感受性対照

の品種を1個を田植え、試験品種の周りに感受性品種を植える。苗が緑色になった後，肥

水の管理を圃場よりわずかに高くする。接種前2～3d、苗の状況によって窒素肥料を一回

撒く。穂はらみ期の前後に人工切り葉接種を行い、各株の茎の頂上に2～3枚の葉を展開す

 

形質36 穂：抽出度，図B.7。 

 

 

 

形質44 穀粒：千粒重  

 稲穀が収穫され乾燥された後，GB/T 3543.6 に規定された方法で穀粒の水分を測定し、

ランダムで1000粒のよく生育した穀粒を選出し、0.01gまで正確に量り、三反復する。実
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GB/T 19557.7—×××× 

 

付録 C 

（規範性付録） 

稲特性質問紙様式 

稲種特性調査表 

申 請 号 ：                    

申 請 日 ：                       

[審査機関より記入する] 

 

(申請人又はは代理機関サイン) 

                                     

 

C.1 品種暫定名称：                

 

C.2 植物学分類 

中文名 ： 稲               

ラテン名： Oryza sativa L.        

 

C.3 品種類型 

該当する類型[ ]に✓を記入してください。 

 

C.3.1 インディカ亜種 

インディカ（籼）[ ]             うるち（粳）[ ] 

 

C.3.2 早中晩稲 

早稲[ ]        中稲[ ]          晩稲[ ] 

 

C.3.3 水陸稲 

水稲[ ]                陸稲[ ] 

 

C.3.4 繁殖類型 

通常種[ ]    維持系[ ]   三系雄性不稔性[ ]    光温度敏感核雄性不稔性[ ]   

回復性[ ]    交雑種[ ] 

 

C.4 出願品種の代表的なカラー写真 

 

 

 

 

            ｛品種写真貼り付け場所｝ 

     (写真が多ければ、また材料を添付して提供可能。) 

 

 

る。各葉の先を2cmぐらい切り，毎回菌液に浸ける。各品種をランダムで10株以上を接種

する。接種後20dぐらいで、感病対照品種の病気状況が安定した後、葉を単位として調査

し、下記6级標準を参照して病気を調査する：  

 0级 切り断面に枯れ切り跡のみがある 

 1级 切り断面にわずかの病斑がある，病斑の面積が葉の面積の0.1％～6.0％を占める 

 3级 病斑の面積が葉の面積の6.1％～12.0％を占める 

 5级 病斑の面積が葉の面積の12.1％～25.0％を占める 

 7级 病斑の面積が葉の面積の25.1％～50.0％を占める  

 9级 病斑の面積が葉の面積の50.1％以上を占める  

 ランダムで20枚以上の葉を調査し、平均病級を計算する。分級標準が表B.4に参照して

ください。  

 

表B.4 抗性：白葉枯病の分級標準 

状態 平均病級  コード 

高抵抗性 0  1  

抵抗性 0.1～1.0  2  

やや抵抗性 1.1～2.0  3  

やや感受性 2.1～3.0  4  

感受性 3.1～4.0  5  

高感受性 ＞4.0  6  
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GB/T 19557.7—×××× 

 

附録 C 

（規範性附録） 

稲特性質問紙様式 

稲種特性調査表 

申 請 号 ：                    

申 請 日 ：                       

[審査機関より記入する] 

 

(申請人又はは代理機関サイン) 

                                     

 

C.1 品種暫定名称：                

 

C.2 植物学分類 

中文名 ： 稲               

ラテン名： Oryza sativa L.        

 

C.3 品種類型 

該当する類型[ ]に✓を記入してください。 

 

C.3.1 インディカ亜種 

インディカ（籼）[ ]             うるち（粳）[ ] 

 

C.3.2 早中晩稲 

早稲[ ]        中稲[ ]          晩稲[ ] 

 

C.3.3 水陸稲 

水稲[ ]                陸稲[ ] 

 

C.3.4 繁殖類型 

通常種[ ]    維持系[ ]   三系雄性不稔性[ ]    光温度敏感核雄性不稔性[ ]   

回復性[ ]    交雑種[ ] 

 

C.4 出願品種の代表的なカラー写真 

 

 

 

 

            ｛品種写真貼り付け場所｝ 

     (写真が多ければ、また材料を添付して提供可能。) 

 

 

る。各葉の先を2cmぐらい切り，毎回菌液に浸ける。各品種をランダムで10株以上を接種

する。接種後20dぐらいで、感病対照品種の病気状況が安定した後、葉を単位として調査

し、下記6级標準を参照して病気を調査する：  

 0级 切り断面に枯れ切り跡のみがある 

 1级 切り断面にわずかの病斑がある，病斑の面積が葉の面積の0.1％～6.0％を占める 

 3级 病斑の面積が葉の面積の6.1％～12.0％を占める 

 5级 病斑の面積が葉の面積の12.1％～25.0％を占める 

 7级 病斑の面積が葉の面積の25.1％～50.0％を占める  

 9级 病斑の面積が葉の面積の50.1％以上を占める  

 ランダムで20枚以上の葉を調査し、平均病級を計算する。分級標準が表B.4に参照して

ください。  

 

表B.4 抗性：白葉枯病の分級標準 

状態 平均病級  コード 

高抵抗性 0  1  

抵抗性 0.1～1.0  2  

やや抵抗性 1.1～2.0  3  

やや感受性 2.1～3.0  4  

感受性 3.1～4.0  5  

高感受性 ＞4.0  6  
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番号 形質 発現状態 コード 測量値 

4 小穂：初期の外頴のキールのアント

シアニン着色の強 

弱（形質 18） 

無又は極弱 

極弱から弱 

弱 

弱から中 

中 

中から強 

強 

強から極強 

極強 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

5 [ ] 

6 [ ] 

7 [ ] 

8 [ ] 

9 [ ] 

 

5 非浮稲稲品種のみに適用する： 稈

の長さ 

（穂を除く）（形質 23） 

極短 

極短から短 

短 

短から中 

中 

中から長 

長 

長から極長 

極長 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

5 [ ] 

6 [ ] 

7 [ ] 

8 [ ] 

9 [ ] 

 

6 小穂：外頴の毛じの粗密（形質 28） 無又は極粗 

極粗から粗 

粗 

粗から中 

中 

中から密 

密 

密から極密 

極密 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

5 [ ] 

6 [ ] 

7 [ ] 

8 [ ] 

9 [ ] 

 

7 穂：各穂の粒数（形質 38） 極少 

極少から少 

少 

少から中 

中 

中から多 

多 

多から極多 

極多 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

5 [ ] 

6 [ ] 

7 [ ] 

8 [ ] 

9 [ ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GB/T 19557.7—×××× 

 

C.5 他に出願品種の識別に役立つ情報 

(例 品種用途、品質抵抗力、詳細資料は提供できる) 

 

C.6 品種栽培又は測定は特殊要求があるか否か。 

該当する[ ]に✓を記入してください。 

是[ ]             否[ ] 

(是と答えるなら、詳細資料を提供してください) 

 

C.7 品種種苗料の保存は特殊要求があるか否か。 

該当する[ ]に✓を記入してください。 

是[ ]             否[ ] 

(是と答えるなら、詳細資料を提供してください) 

 

C.8 出願品種が必要な形質 

表 C.1 中の該当するコードの後の[ ]に✓を記入してください、測量データがあれば、表 

C.1に記入してください。 

 

表 C.1出願品種が必要な形質 

番号 形質 発現状態 コード 測量値 

1  基部葉： しょう葉の色（形質 1） 绿色 

紫の条 

淡紫 

紫 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

 

2 第二葉：葉耳のアントシアニン着色

の有無（形質 7） 

無 

有 

1 [ ] 

9 [ ] 

 

3 出穂期（形質 10） 極早 

極早から早 

早 

早から中 

中 

中から晩 

晩 

晩から極晩 

極晩 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

5 [ ] 

6 [ ] 

7 [ ] 

8 [ ] 

9 [ ] 
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番号 形質 発現状態 コード 測量値 

4 小穂：初期の外頴のキールのアント

シアニン着色の強 

弱（形質 18） 

無又は極弱 

極弱から弱 

弱 

弱から中 

中 

中から強 

強 

強から極強 

極強 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

5 [ ] 

6 [ ] 

7 [ ] 

8 [ ] 

9 [ ] 

 

5 非浮稲稲品種のみに適用する： 稈

の長さ 

（穂を除く）（形質 23） 

極短 

極短から短 

短 

短から中 

中 

中から長 

長 

長から極長 

極長 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

5 [ ] 

6 [ ] 

7 [ ] 

8 [ ] 

9 [ ] 

 

6 小穂：外頴の毛じの粗密（形質 28） 無又は極粗 

極粗から粗 

粗 

粗から中 

中 

中から密 

密 

密から極密 

極密 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

5 [ ] 

6 [ ] 

7 [ ] 

8 [ ] 

9 [ ] 

 

7 穂：各穂の粒数（形質 38） 極少 

極少から少 

少 

少から中 

中 

中から多 

多 

多から極多 

極多 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

5 [ ] 

6 [ ] 

7 [ ] 

8 [ ] 

9 [ ] 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

GB/T 19557.7—×××× 

 

C.5 他に出願品種の識別に役立つ情報 

(例 品種用途、品質抵抗力、詳細資料は提供できる) 

 

C.6 品種栽培又は測定は特殊要求があるか否か。 

該当する[ ]に✓を記入してください。 

是[ ]             否[ ] 

(是と答えるなら、詳細資料を提供してください) 

 

C.7 品種種苗料の保存は特殊要求があるか否か。 

該当する[ ]に✓を記入してください。 

是[ ]             否[ ] 

(是と答えるなら、詳細資料を提供してください) 

 

C.8 出願品種が必要な形質 

表 C.1 中の該当するコードの後の[ ]に✓を記入してください、測量データがあれば、表 

C.1に記入してください。 

 

表 C.1出願品種が必要な形質 

番号 形質 発現状態 コード 測量値 

1  基部葉： しょう葉の色（形質 1） 绿色 

紫の条 

淡紫 

紫 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

 

2 第二葉：葉耳のアントシアニン着色

の有無（形質 7） 

無 

有 

1 [ ] 

9 [ ] 

 

3 出穂期（形質 10） 極早 

極早から早 

早 

早から中 

中 

中から晩 

晩 

晩から極晩 

極晩 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

5 [ ] 

6 [ ] 

7 [ ] 

8 [ ] 

9 [ ] 
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３ キク 

 

中華人民共和国農業基準 

                 NY/T 2228—2012 

 

植物新品種の区別性、均一性、安定性の試験 

に関する審査基準 きく 

 

Guidelines for the conduct of tests for distinctness, uniformity and 

stability — Chrysanthemum 

(Chrysanthemumxmorifolium Ramat ． ) 

(Chrysanthemumxgrandiflorum Ramat ．) 

(UPOV:TG/26/5 corr.2,Guidelines for the conduct of tests for 

distinctness, 

uniformity and stability — Chrysanthemum (Chrysanthemum Xmorifolium 

Ramat.) 

(Chrysanthemum xgrandiflomm Ramat.), Chrysanthemum pacificum Nakai 

(A jania pacifica Bremer and Humphries) and hybrids between them,NEQ) 

 

 

 

 

 

 

 

2012-12-07発表            2013-03-01施行 

中華人民共和国農業部 

 

番号 形質 発現状態 コード 測量値 

8 玄米： 長さ（形質 48） 極短 

極短から短 

短 

短から中 

中 

中から長 

長 

長から極長 

極長 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

5 [ ] 

6 [ ] 

7 [ ] 

8 [ ] 

9 [ ] 

 

9 玄米：色（形質 51） 白色 

淡褐 

褐斑駁 

暗褐 

淡赤 

赤 

紫斑 

紫 

紫黒 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

5 [ ] 

6 [ ] 

7 [ ] 

8 [ ] 

9 [ ] 

 

10 玄米：香り（形質 52） 無又は極弱 

弱  

強 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 
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３ キク 

 

中華人民共和国農業基準 

                 NY/T 2228—2012 

 

植物新品種の区別性、均一性、安定性の試験 

に関する審査基準 きく 

 

Guidelines for the conduct of tests for distinctness, uniformity and 

stability — Chrysanthemum 

(Chrysanthemumxmorifolium Ramat ． ) 

(Chrysanthemumxgrandiflorum Ramat ．) 

(UPOV:TG/26/5 corr.2,Guidelines for the conduct of tests for 

distinctness, 

uniformity and stability — Chrysanthemum (Chrysanthemum Xmorifolium 

Ramat.) 

(Chrysanthemum xgrandiflomm Ramat.), Chrysanthemum pacificum Nakai 

(A jania pacifica Bremer and Humphries) and hybrids between them,NEQ) 

 

 

 

 

 

 

 

2012-12-07発表            2013-03-01施行 

中華人民共和国農業部 

 

番号 形質 発現状態 コード 測量値 

8 玄米： 長さ（形質 48） 極短 

極短から短 

短 

短から中 

中 

中から長 

長 

長から極長 

極長 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

5 [ ] 

6 [ ] 

7 [ ] 

8 [ ] 

9 [ ] 

 

9 玄米：色（形質 51） 白色 

淡褐 

褐斑駁 

暗褐 

淡赤 

赤 

紫斑 

紫 

紫黒 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 

4 [ ] 

5 [ ] 

6 [ ] 

7 [ ] 

8 [ ] 

9 [ ] 

 

10 玄米：香り（形質 52） 無又は極弱 

弱  

強 

1 [ ] 

2 [ ] 

3 [ ] 
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NY/T 2228—2012 

 

序 文 

 

本基準は GB/T 1.1—2009 の規則に基づいて起草されたものである。 

本基準は改めて起草する方法で、国際植物新品種保護連盟（UPOV）ガイドライン“TG／26

／5 Corr．2Guidelines for the conduct of tests for distinctness, uniformity and 

stability — Chrysanthemum (Chrysanthemum× morifolium Ramat.) (Chrysanthemum × 

grandiflorum Ramat.),Chrysanthemum paci ficum Nakai (Ajania pacifica Bremer and 

Humphries) and hybrids between them”を修正し、採用した。 

本標準は UPOVガイドライン TG／26／5 Corr．2に対応する。本基準は TG／26／5 Corr.2

との一致性程度は非等効である。 

本標準は UPOV指南 TG／26／5 Corr．2とは若干の違いがある。主な差異は下記のとおり

である： 

 

「葉：先端形」、「蕾：形」、「舌状花：バリ」の３つの形質を追加した。「葉片：表面

の光沢」を削除した。「磯菊の品種に限る：葉片：表面の周縁淡色部の顕著さ」、「磯菊

の品種に限る：葉片：下面の毛の程度」、「磯菊の品種に限る：葉片：下面の色」、「叢

生でない品種に限る：花序：最大幅の幅」、「叢生でない品種に限る：花序：茎あたり舌

状花の数量」、「叢生品種に限る：植株：舌状花の数」、「つぼみ：つぼみの外の色」、

「頭花：花柄の長さ」、「半重弁、重弁品種に限る：頭花：舌状花の輪数」、「頭花：舌

状花第三タイプ」、「舌状花：曲げ部」、「舌状花：縦軸曲げ程度」、「半重弁、重弁の

品種に限る：舌状花：内輪弁縦軸（もし外輪弁とは違う）曲げ強度（曲げ小花）」、「舌

状花：内の第三色」、「舌状花：内の第三色の分布」、「舌状花：内の第三色の型」、「単

弁、半八重デイジー型品種に限る：花盤：直径」、「非デイジー型の品種に限る：中部ダ

ーク区の大きさ（花盤に占める割合；開やく前観測）」、「非デイジー型品種に限る：花

盤：色（開やく時観測）」、「光反応タイプ（生長期に昼長を正確に制御する」、「昼長

を制御しない時に限る：自然開花期」の合計 23形質を削除した。 

一「葉：周縁鋸歯の数」、「非デイジー型多頭品種に限る：花序：形」、"デイジー型品

種に限る、頂生頭花：着生の形」、「舌状花：周縁の巻き部位」、「舌状花：管部断面形

（ロート状、さじ状、および管状の花）」、「舌状花輪に限る内外に色の違う半八重、八

重咲き種：舌状花：内輪弁内側色（もし外輪弁と違う）」、「非デイジー型品種に限る：

花盤：縦断面形」の計８形質を調整した。 

 

本標準は農業部科学技術教育司より提出された。 

本標準は全国植物新品種テスト標準化技術委員会（SAC/TC 277）により管理される。 

本標準のの作成に参加した団体：雲南省農業科学院の品質基準と検査技術研究所、中国農

業大学、農業部科学技術発展センター、昆明虹之華園芸有限会社。 

本標準の主な作成者：王江民、義鳴放、張建華、張新明、薛建平、郝京輝く、楊坤、管俊

嬌、劉艶芳、王建軍。 
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NY/T 2228—2012 

 

序 文 

 

本基準は GB/T 1.1—2009 の規則に基づいて起草されたものである。 

本基準は改めて起草する方法で、国際植物新品種保護連盟（UPOV）ガイドライン“TG／26

／5 Corr．2Guidelines for the conduct of tests for distinctness, uniformity and 

stability — Chrysanthemum (Chrysanthemum× morifolium Ramat.) (Chrysanthemum × 

grandiflorum Ramat.),Chrysanthemum paci ficum Nakai (Ajania pacifica Bremer and 

Humphries) and hybrids between them”を修正し、採用した。 

本標準は UPOVガイドライン TG／26／5 Corr．2に対応する。本基準は TG／26／5 Corr.2

との一致性程度は非等効である。 

本標準は UPOV指南 TG／26／5 Corr．2とは若干の違いがある。主な差異は下記のとおり

である： 

 

「葉：先端形」、「蕾：形」、「舌状花：バリ」の３つの形質を追加した。「葉片：表面

の光沢」を削除した。「磯菊の品種に限る：葉片：表面の周縁淡色部の顕著さ」、「磯菊

の品種に限る：葉片：下面の毛の程度」、「磯菊の品種に限る：葉片：下面の色」、「叢

生でない品種に限る：花序：最大幅の幅」、「叢生でない品種に限る：花序：茎あたり舌

状花の数量」、「叢生品種に限る：植株：舌状花の数」、「つぼみ：つぼみの外の色」、

「頭花：花柄の長さ」、「半重弁、重弁品種に限る：頭花：舌状花の輪数」、「頭花：舌

状花第三タイプ」、「舌状花：曲げ部」、「舌状花：縦軸曲げ程度」、「半重弁、重弁の

品種に限る：舌状花：内輪弁縦軸（もし外輪弁とは違う）曲げ強度（曲げ小花）」、「舌

状花：内の第三色」、「舌状花：内の第三色の分布」、「舌状花：内の第三色の型」、「単

弁、半八重デイジー型品種に限る：花盤：直径」、「非デイジー型の品種に限る：中部ダ

ーク区の大きさ（花盤に占める割合；開やく前観測）」、「非デイジー型品種に限る：花

盤：色（開やく時観測）」、「光反応タイプ（生長期に昼長を正確に制御する」、「昼長

を制御しない時に限る：自然開花期」の合計 23形質を削除した。 

一「葉：周縁鋸歯の数」、「非デイジー型多頭品種に限る：花序：形」、"デイジー型品

種に限る、頂生頭花：着生の形」、「舌状花：周縁の巻き部位」、「舌状花：管部断面形

（ロート状、さじ状、および管状の花）」、「舌状花輪に限る内外に色の違う半八重、八

重咲き種：舌状花：内輪弁内側色（もし外輪弁と違う）」、「非デイジー型品種に限る：

花盤：縦断面形」の計８形質を調整した。 

 

本標準は農業部科学技術教育司より提出された。 

本標準は全国植物新品種テスト標準化技術委員会（SAC/TC 277）により管理される。 

本標準のの作成に参加した団体：雲南省農業科学院の品質基準と検査技術研究所、中国農

業大学、農業部科学技術発展センター、昆明虹之華園芸有限会社。 

本標準の主な作成者：王江民、義鳴放、張建華、張新明、薛建平、郝京輝く、楊坤、管俊

嬌、劉艶芳、王建軍。 
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４ 符号 

 本文献で使用する記号は以下のとおりである。 

  MG：植物体あるいは植物体の一部を集団として測定記録 

  MS：植物体あるいは植物体の一部の個々の測定記録 

  VG：植物体あるいは植物体の一部を集団として調査記録 

  VS：植物体あるいは植物体の一部の個々の調査記録 

  QL：質的形質 

 QN：量的形質 

 PQ：擬似の質的形質 

*を付した形質は UPOV が、品種の記述のために統一している重要な性状。すべての UPOV

メンバーはこれらの形質を使用しなければならない。環境条件の制限で測定できない場合

を除く。 

（a）～(d):標記された内容について、詳しくは B.2を参照ください。 

（＋）：標記された内容について、詳しくは B.3を参照ください。 

＿：本文献において、アンダーラインは形質を測定する適用範囲を特別に提示するもので

ある。 

 

５ 種苗料に関する要求 

5.1 種苗料は苗木形で提供される。 

5.2 出願者少なくとも 50株の成熟した苗を提出すること。 

5.3 種苗料として提出された苗木は健全で、活力に満ち、病害虫に汚染されていない 

こと。種苗の具体的な品質は次のように求められる：地径≧0.3 cm、苗高≧8 cm、 

葉数≧4枚。 

5.4 提出する種苗料について、通常では、正常的に品種形質を表現することに影響す

るほどの処理を行わない。すでに処理された場合、詳しい説明を提供する。 

5.5 提出する種苗料は中国植物検疫に関する規定に合致しなければならない。 

 

６ 測定方法 

6.1 測定周期 

テスト期間は少なくとも 1つの生長周期である。 

6.2 測定地 

測定は通常では同一場所で行われる。当地点ではある形質を十分に表すことがで

きない場合、他の条件に符合する場所で調査を行うことができる。 

6.3 栽培試験 

6.3.1 試験の設計 

出願品種と類似品種を隣接して栽培する。開けた穴に種苗を植え付け、各区

画には 20個以上の植物体を栽培し、計 2反復する。 

6.3.2 畑での管理 

当地の通常の生育管理方法で管理する。各コミュニティの現場管理は厳密に

一貫していなければならず、同じ管理策を毎日完了しなければならない。 

6.4 形質調査 

6.4.1 調査の時期 

表 A.1及び表 A.2にリストアップされた生育段階に従って形質調査を行う。

生育段階に関する記述は表 B.1を参照ください。 
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植物新品種の区別性、均一性、安定性の測定ガイドライン 

きく 

 

 

１ 対象 

 本基準は菊[Chrysanthemum×morifolium Ramat. (Chrysanthemum×grandiflorum Ra- 

mat．)] 新品種の区別性、均一性、安定性の測定方法と結果判定の一般的な原則を規定し

た。 

 本基準はきくの品種とその交雑新品種の区別性、均一性、安定性の測定及び結果判定に

適用する。 

 

２ 引用文献 

 下記文献は本文献の応用にとって不可欠のものである。期日を注釈した引用文献につい

ては、期日を注釈したバージョンのみと本文献に適用する。期日を注釈しない引用文献に

ついては、その最新バージョン（すべての更新履歴を含む）を本文献に適用する。 

 GB/T 19557.1 植物新品種区別性、均一性、安定性の測定ガイドライン 総則 

 

３ 専門用語及び定義 

 GB/T 19557.1で定めたもの、及び下記専門用語と定義は本文献に適用する。 

3.1 群体測定 single measurement of a group of plants or parts of plants 

一ロットの植物体又は植物体の器官又は一部に対し、テストを行い、グループと

して測定記録を獲得する。 

3.2 個体測定 measurement of a number of individual plants or parts of plants 

一ロットの植物体又は植物体の器官又は一部に対し、テストを行い、個体ごとに

測定記録を獲得する。 

3.3 群体調査 visual assessment by a single observation of a group of plants or 

parts of plants 

一ロットの植物体又は植物体のある器官又は一部に対し、調査を行い、グループ

として調査記録を獲得する。 

3.4 個体調査 visual assessment by observation of individual plants or parts of 

plants 

一ロットの植物体又は植物体のある器官又は一部に対し、調査を行い、個々の調

査記録を獲得する。 

3.5 多頭菊スプレーキク 

全体の生長のサイクルで腋芽とサイド蕾の品種を取り除かない。鉢植えの菊や、

地被小菊など 

3.6 单头菊ディスバッドキク 

早期に腋芽やサイド蕾を取り除くき頂芽と頂蕾を残す品種。モンキー花や磯の菊

など 
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４ 符号 

 本文献で使用する記号は以下のとおりである。 

  MG：植物体あるいは植物体の一部を集団として測定記録 

  MS：植物体あるいは植物体の一部の個々の測定記録 

  VG：植物体あるいは植物体の一部を集団として調査記録 

  VS：植物体あるいは植物体の一部の個々の調査記録 

  QL：質的形質 

 QN：量的形質 

 PQ：擬似の質的形質 

*を付した形質は UPOV が、品種の記述のために統一している重要な性状。すべての UPOV

メンバーはこれらの形質を使用しなければならない。環境条件の制限で測定できない場合

を除く。 

（a）～(d):標記された内容について、詳しくは B.2を参照ください。 

（＋）：標記された内容について、詳しくは B.3を参照ください。 

＿：本文献において、アンダーラインは形質を測定する適用範囲を特別に提示するもので

ある。 

 

５ 種苗料に関する要求 

5.1 種苗料は苗木形で提供される。 

5.2 出願者少なくとも 50株の成熟した苗を提出すること。 

5.3 種苗料として提出された苗木は健全で、活力に満ち、病害虫に汚染されていない 

こと。種苗の具体的な品質は次のように求められる：地径≧0.3 cm、苗高≧8 cm、 

葉数≧4枚。 

5.4 提出する種苗料について、通常では、正常的に品種形質を表現することに影響す

るほどの処理を行わない。すでに処理された場合、詳しい説明を提供する。 

5.5 提出する種苗料は中国植物検疫に関する規定に合致しなければならない。 

 

６ 測定方法 

6.1 測定周期 

テスト期間は少なくとも 1つの生長周期である。 

6.2 測定地 

測定は通常では同一場所で行われる。当地点ではある形質を十分に表すことがで

きない場合、他の条件に符合する場所で調査を行うことができる。 

6.3 栽培試験 

6.3.1 試験の設計 

出願品種と類似品種を隣接して栽培する。開けた穴に種苗を植え付け、各区

画には 20個以上の植物体を栽培し、計 2反復する。 

6.3.2 畑での管理 

当地の通常の生育管理方法で管理する。各コミュニティの現場管理は厳密に

一貫していなければならず、同じ管理策を毎日完了しなければならない。 

6.4 形質調査 

6.4.1 調査の時期 

表 A.1及び表 A.2にリストアップされた生育段階に従って形質調査を行う。

生育段階に関する記述は表 B.1を参照ください。 
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植物新品種の区別性、均一性、安定性の測定ガイドライン 

きく 

 

 

１ 対象 

 本基準は菊[Chrysanthemum×morifolium Ramat. (Chrysanthemum×grandiflorum Ra- 

mat．)] 新品種の区別性、均一性、安定性の測定方法と結果判定の一般的な原則を規定し

た。 

 本基準はきくの品種とその交雑新品種の区別性、均一性、安定性の測定及び結果判定に

適用する。 

 

２ 引用文献 

 下記文献は本文献の応用にとって不可欠のものである。期日を注釈した引用文献につい

ては、期日を注釈したバージョンのみと本文献に適用する。期日を注釈しない引用文献に

ついては、その最新バージョン（すべての更新履歴を含む）を本文献に適用する。 

 GB/T 19557.1 植物新品種区別性、均一性、安定性の測定ガイドライン 総則 

 

３ 専門用語及び定義 

 GB/T 19557.1で定めたもの、及び下記専門用語と定義は本文献に適用する。 

3.1 群体測定 single measurement of a group of plants or parts of plants 

一ロットの植物体又は植物体の器官又は一部に対し、テストを行い、グループと

して測定記録を獲得する。 

3.2 個体測定 measurement of a number of individual plants or parts of plants 

一ロットの植物体又は植物体の器官又は一部に対し、テストを行い、個体ごとに

測定記録を獲得する。 

3.3 群体調査 visual assessment by a single observation of a group of plants or 

parts of plants 

一ロットの植物体又は植物体のある器官又は一部に対し、調査を行い、グループ

として調査記録を獲得する。 

3.4 個体調査 visual assessment by observation of individual plants or parts of 

plants 

一ロットの植物体又は植物体のある器官又は一部に対し、調査を行い、個々の調

査記録を獲得する。 

3.5 多頭菊スプレーキク 

全体の生長のサイクルで腋芽とサイド蕾の品種を取り除かない。鉢植えの菊や、

地被小菊など 

3.6 单头菊ディスバッドキク 

早期に腋芽やサイド蕾を取り除くき頂芽と頂蕾を残す品種。モンキー花や磯の菊

など 
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の階級の状態をリストアップしなくてもいい。偶数の階級の状態について、前

の状態から次の状態への形で表現できる。 

8.4 標準品種 

関連の形質のそれぞれの状態を確定するため、環境が原因で引き起こした差異を

校正するため、特性表に、一部の形質状態について、参考にできる標準品種をリス

トアップした。 

 

９ グループ分けの形質 

 本文献におけるグループ分けに使用する形質 

 a）*植物：タイプ（表 A.1の形質 2）; 

 b）*頭花：タイプ（表 A.1に形質 21）、 

 c）*八重品種除く：花盤：タイプ（表 A.1に形質 22）、 

 d）舌状花：内側*色の数（表 A.1に形質 45）、 

 e）舌状花：内側色*主（表 A.1に形質 46）。カラーグループ: 

 l組：白か白いに近い。 

 2組：黄緑色。 

 3組：緑。 

 4組：淡い黄色。 

 5組：黄色。 

 6組：オレンジ。 

 7組：ピンク。 

 8組：赤。 

 9組：浅紫。 

 10組：紫。 

 

10 特性調査表 

 出願人は附録 Cのフォーマットできく特性調査表を記入する。  

 

 

  

6.4.2 調査方法 

表 A.1及び表 A.2に規定された調査方法(VG、VS、MG、MS)によって、形質調

査を行う。一部の形質の調査方法については、B.2及び B.3を参照ください。 

6.4.3 調査数量 

他に特定されない限り、調査された形質（VS、MS）の個体数は 10以上であり、

器官または植物の一部を調査する場合、植物体あたりのサンプル数は 1 でなけ

ればならない。 集団調査形質（VG、MG）は、全体または指定されたサイズの混

合サンプルで調査されなければならない。 

6.5 追加測定 

必要な場合、表 A.2 の形質または本文献でリストアップされていない形質を選択

し、追加測定を行う。 

 

７ 区別性、均一性、安定性の結果に関する判定  

7.1 全体的な原則 

区別性、均一性、安定性の判定は GB/T 19557.1によって確定された原則で行われ

る。  

7.2 区別性の判定 

出願品種は明らかにすべての既存品種と区別されなければならない。測定で、出

願品種が少なくとも一つの形質について、類似品種と明らかで再現できる差異が存

在する場合、出願品種が区別性を有すると判定できる。 

7.3 均一性の判定 

均一性の判定のタイミングでは、1 %の群体標準と少なくとも 95 %の許容確率を

採用する。サンプルの大きさが 40本の場合、最大 2個の異型株が可能になる。 

7.4 安定性の判定 

一つの品種に均一性を有するなら、当品種に安定性を有すると判定できる。通常

では、安定性について、測定を行わない。 

必要な場合、当品種の次のロットの種苗を栽培できる。前に提供した種苗料と比

べ、形質に明らかな変化がなければ、当品種が安定性を有すると判定できる。 

 

８ 特性表 

 測定の必要によって、形質は基本形質と選択可能形質に分ける。基本形質とは、測定に

必ず使用する形質である。基本形質については、表 A.1を参照ください。選択可能形質に

ついては、表 A.2を参照ください。 

8.1 要約 

特性表において、形質、分類、状態及び対応の階級及び標準品種、調査時期と方

法などの内容をリストアップした。 

8.2 分類 

特性表の記述方法によって、形質は質的形質、擬似の質的形質及び量的形質とい

う３つのタイプに分けている。 

8.3 状態及び対応の階級  

8.3.1 形質の定義と記述の規範のため、各形質は一連の状態に分けている。データ

の記録、処理、品種記述の作成及び交流のため、各状態が相応の階級を有する。 

8.3.2  質的形質と擬似の質的形質について、すべての状態は測定ガイドラインで記

述しなければならない：量的形質について、特性表の長さを縮めるため、偶数
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の階級の状態をリストアップしなくてもいい。偶数の階級の状態について、前

の状態から次の状態への形で表現できる。 

8.4 標準品種 

関連の形質のそれぞれの状態を確定するため、環境が原因で引き起こした差異を

校正するため、特性表に、一部の形質状態について、参考にできる標準品種をリス

トアップした。 

 

９ グループ分けの形質 

 本文献におけるグループ分けに使用する形質 

 a）*植物：タイプ（表 A.1の形質 2）; 

 b）*頭花：タイプ（表 A.1に形質 21）、 

 c）*八重品種除く：花盤：タイプ（表 A.1に形質 22）、 

 d）舌状花：内側*色の数（表 A.1に形質 45）、 

 e）舌状花：内側色*主（表 A.1に形質 46）。カラーグループ: 

 l組：白か白いに近い。 

 2組：黄緑色。 

 3組：緑。 

 4組：淡い黄色。 

 5組：黄色。 

 6組：オレンジ。 

 7組：ピンク。 

 8組：赤。 

 9組：浅紫。 

 10組：紫。 

 

10 特性調査表 

 出願人は附録 Cのフォーマットできく特性調査表を記入する。  

 

 

  

6.4.2 調査方法 

表 A.1及び表 A.2に規定された調査方法(VG、VS、MG、MS)によって、形質調

査を行う。一部の形質の調査方法については、B.2及び B.3を参照ください。 

6.4.3 調査数量 

他に特定されない限り、調査された形質（VS、MS）の個体数は 10以上であり、

器官または植物の一部を調査する場合、植物体あたりのサンプル数は 1 でなけ

ればならない。 集団調査形質（VG、MG）は、全体または指定されたサイズの混

合サンプルで調査されなければならない。 

6.5 追加測定 

必要な場合、表 A.2 の形質または本文献でリストアップされていない形質を選択

し、追加測定を行う。 

 

７ 区別性、均一性、安定性の結果に関する判定  

7.1 全体的な原則 

区別性、均一性、安定性の判定は GB/T 19557.1によって確定された原則で行われ

る。  

7.2 区別性の判定 

出願品種は明らかにすべての既存品種と区別されなければならない。測定で、出

願品種が少なくとも一つの形質について、類似品種と明らかで再現できる差異が存

在する場合、出願品種が区別性を有すると判定できる。 

7.3 均一性の判定 

均一性の判定のタイミングでは、1 %の群体標準と少なくとも 95 %の許容確率を

採用する。サンプルの大きさが 40本の場合、最大 2個の異型株が可能になる。 

7.4 安定性の判定 

一つの品種に均一性を有するなら、当品種に安定性を有すると判定できる。通常

では、安定性について、測定を行わない。 

必要な場合、当品種の次のロットの種苗を栽培できる。前に提供した種苗料と比

べ、形質に明らかな変化がなければ、当品種が安定性を有すると判定できる。 

 

８ 特性表 

 測定の必要によって、形質は基本形質と選択可能形質に分ける。基本形質とは、測定に

必ず使用する形質である。基本形質については、表 A.1を参照ください。選択可能形質に

ついては、表 A.2を参照ください。 

8.1 要約 

特性表において、形質、分類、状態及び対応の階級及び標準品種、調査時期と方

法などの内容をリストアップした。 

8.2 分類 

特性表の記述方法によって、形質は質的形質、擬似の質的形質及び量的形質とい

う３つのタイプに分けている。 

8.3 状態及び対応の階級  

8.3.1 形質の定義と記述の規範のため、各形質は一連の状態に分けている。データ

の記録、処理、品種記述の作成及び交流のため、各状態が相応の階級を有する。 

8.3.2  質的形質と擬似の質的形質について、すべての状態は測定ガイドラインで記

述しなければならない：量的形質について、特性表の長さを縮めるため、偶数
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番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

9 

葉：長さ 

QN 

(b) 

70 

MS 

短 

中 

長 

滇之霜 

小凯撒 

滇之光 

3  

5  

7   

10 

葉：幅 

QN 

(b) 

70 

MS 

狭 

中 

広 

黄天賛 

緑天賛 

南農皇冠 

3  

5  

7  

11 

葉：長さ／幅（の比） 

QN 

(b) 

70 

MS 

低 

中 

高 

滇之香 

南農月桂 

黄天賛 

3  

5  

7  

12 

葉：葉の長さと比較し

た先端裂片の長さ 

QN 

(b) 

(＋) 

70 

VG 

短 

中 

長 

 

 

3  

5  

7 

13 

葉 :一次欠刻の深さ  

QN 

(b) 

(＋) 

70 

VG 

浅 

中 

深 

 1 

2 

3 

4 

5 

14 

葉:一次欠刻の周縁部

の重なりの程度 

PQ 

(b) 

70 

VG 

広がる 

平行 

接近する 

接する 

重なる 

 1 

2 

3 

4 

5  

15 

葉：基部の形 

PQ 

(b) 

(＋) 

70 

VG 

鋭形 

鈍形 

円形 

平形 

凹形 

非対称 

 1 

2 

3 

4 

5  

6 

16 

葉：先端の形 

PQ 

(b) 

(＋) 

70 

VG 

鋭尖形 

鋭形 

円又は鈍形 

 

 

1 

2 

3 

17 

葉：葉の表面の緑色の 

濃淡 

QN 

(b) 

70 

VG 

淡 

中 

濃 

 1 

2 

3 
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附録 A 

（規範性附録） 

きく特性表 

 

A.1 きくの特性 

表 A.1 きくの特性表 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

1 
*植物体：草丈 

QN 

70 

MS 

低 

中 

高 

滇之霜 

小凯撒 

滇之光 

3 

5 

7 

2 

*植物体：草型 

QL 

(+) 

50 

VG 
叢生でない 

叢生 

 
1 

2 

3 

*叢生品種に限る 

 草姿 

PQ 

(+) 

00 

VG 

直立 

半直立 

半球状 

開帳 

先端が這う   

 1 

2 

3 

4 

5 

4 

*叢生型品種に限る 

分枝密度 

QN 

60 

VG 

粗 

中 

密 

 3 

5 

7 

5 

茎：色 

PQ 

(a) 

60 

VG 

緑 

紫又は褐を帯びた緑 

褐 

紫 

 1 

2 

3 

4 

6 

たく葉：大きさ 

QN 

(a) 

70 

VG 

無又は極小 

小 

中 

大 

 

 

1 

3 

5 

7 

7 

葉柄：向き  

QN 

(a)  

(+) 

70 

VG 

上 

斜上 

水平 

斜下 

下垂 

 

 

1 

3 

5 

7 

9 

 

8 

葉柄：葉の長さに対す

る長さ 

QN 

(b) 

 

70 

VG 

短 

中 

長 

 3  

5 

7  
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番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

9 

葉：長さ 

QN 

(b) 

70 

MS 

短 

中 

長 

滇之霜 

小凯撒 

滇之光 

3  

5  

7   

10 

葉：幅 

QN 

(b) 

70 

MS 

狭 

中 

広 

黄天賛 

緑天賛 

南農皇冠 

3  

5  

7  

11 

葉：長さ／幅（の比） 

QN 

(b) 

70 

MS 

低 

中 

高 

滇之香 

南農月桂 

黄天賛 

3  

5  

7  

12 

葉：葉の長さと比較し

た先端裂片の長さ 

QN 

(b) 

(＋) 

70 

VG 

短 

中 

長 

 

 

3  

5  

7 

13 

葉 :一次欠刻の深さ  

QN 

(b) 

(＋) 

70 

VG 

浅 

中 

深 

 1 

2 

3 

4 

5 

14 

葉:一次欠刻の周縁部

の重なりの程度 

PQ 

(b) 

70 

VG 

広がる 

平行 

接近する 

接する 

重なる 

 1 

2 

3 

4 

5  

15 

葉：基部の形 

PQ 

(b) 

(＋) 

70 

VG 

鋭形 

鈍形 

円形 

平形 

凹形 

非対称 

 1 

2 

3 

4 

5  

6 

16 

葉：先端の形 

PQ 

(b) 

(＋) 

70 

VG 

鋭尖形 

鋭形 

円又は鈍形 

 

 

1 

2 

3 

17 

葉：葉の表面の緑色の 

濃淡 

QN 

(b) 

70 

VG 

淡 

中 

濃 

 1 

2 

3 
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附録 A 

（規範性附録） 

きく特性表 

 

A.1 きくの特性 

表 A.1 きくの特性表 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

1 
*植物体：草丈 

QN 

70 

MS 

低 

中 

高 

滇之霜 

小凯撒 

滇之光 

3 

5 

7 

2 

*植物体：草型 

QL 

(+) 

50 

VG 
叢生でない 

叢生 

 
1 

2 

3 

*叢生品種に限る 

 草姿 

PQ 

(+) 

00 

VG 

直立 

半直立 

半球状 

開帳 

先端が這う   

 1 

2 

3 

4 

5 

4 

*叢生型品種に限る 

分枝密度 

QN 

60 

VG 

粗 

中 

密 

 3 

5 

7 

5 

茎：色 

PQ 

(a) 

60 

VG 

緑 

紫又は褐を帯びた緑 

褐 

紫 

 1 

2 

3 

4 

6 

たく葉：大きさ 

QN 

(a) 

70 

VG 

無又は極小 

小 

中 

大 

 

 

1 

3 

5 

7 

7 

葉柄：向き  

QN 

(a)  

(+) 

70 

VG 

上 

斜上 

水平 

斜下 

下垂 

 

 

1 

3 

5 

7 

9 

 

8 

葉柄：葉の長さに対す

る長さ 

QN 

(b) 

 

70 

VG 

短 

中 

長 

 3  

5 

7  
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番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

27 

摘らいしたもの、半八

重品種に限る：頭花：

舌状花数 

QN 

(c/d) 

70 

MS 

少 

中 

多 

滇之如 

 虹之燈火 

緑波 

 

3  

5  

7 

28 

摘らいしたもの、八重

品種に限る：頭花：舌

状花密度 

QN 

(c/d) 

70 

VG 

粗 

中 

密 

 3  

5  

7 

29 

頭花：舌状花タイプの

数 

PQ - 

(c／d) 

70 

VG 

1 

2 

≥2 

 1 

2 

3 

30 

頭花：舌状花主要なタ

イプ 

PQ 

(c／d) 

(+) 

70 

VG 

舌状 

船底状 

さじ状 

管状  

ロート状 

 1 

2 

3 

4 

5 

31 

頭花：舌状花二次的な

タイプ 

PQ 

(c／d) 

(+) 

70 

VG 

舌状 

船底状 

さじ状 

管状  

ロート状 

 1 

2 

3 

4 

5 

32 

舌状花：バリ 

QL 

(c／d) 

(+) 

70 

VG 

無 

 

有 

 １ 

 

９ 

33 

一重、半八重の品種に

限る：舌状花：基部の

向き 

（QN 

( c／d) 

(+) 

70 

VG 

斜上 

水平 

斜下 

 3  

5  

7  

34 

舌状花：表面生地 

PQ 

( c／d) 

(+) 

70 

VG 

平滑 

うね状 

キール 

 1 

2 

3 

 

 

 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

18 

葉：周縁の鋸歯の深さ 

QN 

(＋) 

70 

VG 

浅 

中 

深 

 3 

5 

7  

19 

叢生でない品種に限

る：花序：一次分枝の

着生角度 

QN 

(+) 

70 

VG 

小 

中 

大 

 3 

5 

7 

20 

つぼみ：形 

PQ 

 

50 

VG 

偏平形 

円形 

カップ形 

 1 

2 

3 

21 

頭花：型 

PQ 

(b) 

(＋) 

 

70 

VG 

舌状花無し 

一重 

半八重 

八重（露芯する） 

八重（後期非露心） 

 1 

2 

3 

4 

5 

22 

八重品種除く：花盤：

型 

QL 

(+) 

70 

VG 

デイジー 

アネモネ 

 

 1 

2 

 

23 

摘らいしたものに限

る：頭花：径 

QN 

(c) 

70 

MS 

小 

中 

大 

南農紅星 

虹之燈火 

緑安独 

 

3  

5  

7 

24 

摘らいしていないもの

に限る：頭花：直径 

QN 

(c) 

70 

MS 

小 

中 

大 

绿宝石 

黄天賛 

滇之独 

3  

5  

7 

 

25 

摘らいしたものに限

る：頭花：高さ 

QN 

(c) 

70 

MS 

低 

中 

高 

 3  

5  

7 

 

26 

摘らいしていないもの

に限る：頭花：高度 

QN 

(c) 

70 

MS 

低 

中 

高 

 3  

5  

7 
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番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

27 

摘らいしたもの、半八

重品種に限る：頭花：

舌状花数 

QN 

(c/d) 

70 

MS 

少 

中 

多 

滇之如 

 虹之燈火 

緑波 

 

3  

5  

7 

28 

摘らいしたもの、八重

品種に限る：頭花：舌

状花密度 

QN 

(c/d) 

70 

VG 

粗 

中 

密 

 3  

5  

7 

29 

頭花：舌状花タイプの

数 

PQ - 

(c／d) 

70 

VG 

1 

2 

≥2 

 1 

2 

3 

30 

頭花：舌状花主要なタ

イプ 

PQ 

(c／d) 

(+) 

70 

VG 

舌状 

船底状 

さじ状 

管状  

ロート状 

 1 

2 

3 

4 

5 

31 

頭花：舌状花二次的な

タイプ 

PQ 

(c／d) 

(+) 

70 

VG 

舌状 

船底状 

さじ状 

管状  

ロート状 

 1 

2 

3 

4 

5 

32 

舌状花：バリ 

QL 

(c／d) 

(+) 

70 

VG 

無 

 

有 

 １ 

 

９ 

33 

一重、半八重の品種に

限る：舌状花：基部の

向き 

（QN 

( c／d) 

(+) 

70 

VG 

斜上 

水平 

斜下 

 3  

5  

7  

34 

舌状花：表面生地 

PQ 

( c／d) 

(+) 

70 

VG 

平滑 

うね状 

キール 

 1 

2 

3 

 

 

 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

18 

葉：周縁の鋸歯の深さ 

QN 

(＋) 

70 

VG 

浅 

中 

深 

 3 

5 

7  

19 

叢生でない品種に限

る：花序：一次分枝の

着生角度 

QN 

(+) 

70 

VG 

小 

中 

大 

 3 

5 

7 

20 

つぼみ：形 

PQ 

 

50 

VG 

偏平形 

円形 

カップ形 

 1 

2 

3 

21 

頭花：型 

PQ 

(b) 

(＋) 

 

70 

VG 

舌状花無し 

一重 

半八重 

八重（露芯する） 

八重（後期非露心） 

 1 

2 

3 

4 

5 

22 

八重品種除く：花盤：

型 

QL 

(+) 

70 

VG 

デイジー 

アネモネ 

 

 1 

2 

 

23 

摘らいしたものに限

る：頭花：径 

QN 

(c) 

70 

MS 

小 

中 

大 

南農紅星 

虹之燈火 

緑安独 

 

3  

5  

7 

24 

摘らいしていないもの

に限る：頭花：直径 

QN 

(c) 

70 

MS 

小 

中 

大 

绿宝石 

黄天賛 

滇之独 

3  

5  

7 

 

25 

摘らいしたものに限

る：頭花：高さ 

QN 

(c) 

70 

MS 

低 

中 

高 

 3  

5  

7 

 

26 

摘らいしていないもの

に限る：頭花：高度 

QN 

(c) 

70 

MS 

低 

中 

高 

 3  

5  

7 
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番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

41 

舌状花：長さ 

QN 

( c／d) 

70 

MS 

短 

中 

長 

緑宝石 

南農紅雀 

滇之霜 

3  

5  

7 

42 

舌状花：幅 

QN 

( c／d) 

70 

MS 

狭 

中 

広 

緑安娜  

諾亜 

虹の星光 

1  

2  

3  

43 

舌状花：長い／幅対比 

QN 

(c／d) 

70 

MS 

高 

中 

低 

漢斯姆 M289 

黄沙姆 

緑安娜 

3  

5  

7  

44 

舌状花：先端の形 

PQ 

(c／d) 

(+) 

70 

VG 

尖る 

丸 

切型 

窪む 

歯状 

突起状 

浅い切込み 

深い切込み 

 1  

2  

3 

4 

5 

６ 

7 

8 

45 

舌状花：表面の色数量 

PQ 

(c／d) 

70 

VG 

1  

2  

3 以上 

 1  

2  

3 

46 

舌状花：表面の主な色 

PQ 

(c／d／e) 

70 

VG 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

  

47 
舌状花：表面の二次色 

(c／d／e) 

70 

VG 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

 

 

 

48 

舌状花：表面の二次色

の分布 

PQ 

(c／d／e) 

(+) 

70 

VG 

先端 

先端部 1/4 

先端部 1/2 

先端部 3/4 

基部 3/4 

基部 1/2 

基部 1/4 

基部 

縁上 

縁部 

中央部の縦線 

横断（帯状） 

至る所 

 

 

1  

2  

3 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

 

 

 

 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

35 

舌状花：キールの数 

PQ 

(c／d) 

(+) 

 

70 

VG 

1 

2 

≥2 

 1 

2 

3 

36 

舌状花：花筒の長さ QN 

(c／d) 

 

 

70 

VG 

短 

中 

長 

 3  

5  

7 

37 

舌状花：最大幅部の横

断面の形 

QN 

(c／d) 

(+) 

70 

VG 

縁が重なる強い凹 

縁が接する強い凹 

強い凹 

やや凹 

わずかに凹 

平 

わずかに凸 

やや凸 

強い凸 

縁が接する強い凸 

縁が重なる強い凸 

 1  

2  

3 

4 

5 

６ 

7 

8 

9 

10 

11 

38 

舌状花：周縁の巻き方 

QN 

(c／d) 

(+) 

70 

VG 

強い内巻き 

内巻き 

弱い内巻き 

平 （ 巻かない） 

弱い外巻き 

外巻き 

強い外巻き 

 1  

2  

3 

4 

5 

６ 

7  

39 

舌状花の縦断面の形状 

PQ 

(c／d) 

(+) 

70 

VG 

内曲 

平 

外反 

曲りくねる 

よじれ 

つまおれ 

 1  

2  

3 

4 

5 

６ 

40 

半八重、八重 

品種に限る：舌状花：

内花弁縦断面の形状

（もし外輪弁とは違

う） 

PQ 

(c／d) 

(+) 

70 

MS 

内曲 

平 

外反 

曲りくねる 

よじれ 

つまおれ 

 1  

2  

3 

4 

5 

６ 
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番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

41 

舌状花：長さ 

QN 

( c／d) 

70 

MS 

短 

中 

長 

緑宝石 

南農紅雀 

滇之霜 

3  

5  

7 

42 

舌状花：幅 

QN 

( c／d) 

70 

MS 

狭 

中 

広 

緑安娜  

諾亜 

虹の星光 

1  

2  

3  

43 

舌状花：長い／幅対比 

QN 

(c／d) 

70 

MS 

高 

中 

低 

漢斯姆 M289 

黄沙姆 

緑安娜 

3  

5  

7  

44 

舌状花：先端の形 

PQ 

(c／d) 

(+) 

70 

VG 

尖る 

丸 

切型 

窪む 

歯状 

突起状 

浅い切込み 

深い切込み 

 1  

2  

3 

4 

5 

６ 

7 

8 

45 

舌状花：表面の色数量 

PQ 

(c／d) 

70 

VG 

1  

2  

3 以上 

 1  

2  

3 

46 

舌状花：表面の主な色 

PQ 

(c／d／e) 

70 

VG 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

  

47 
舌状花：表面の二次色 

(c／d／e) 

70 

VG 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

 

 

 

48 

舌状花：表面の二次色

の分布 

PQ 

(c／d／e) 

(+) 

70 

VG 

先端 

先端部 1/4 

先端部 1/2 

先端部 3/4 

基部 3/4 

基部 1/2 

基部 1/4 

基部 

縁上 

縁部 

中央部の縦線 

横断（帯状） 

至る所 

 

 

1  

2  

3 

４ 

５ 

６ 

７ 

８ 

９ 

１０ 

１１ 

１２ 

１３ 

 

 

 

 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

35 

舌状花：キールの数 

PQ 

(c／d) 

(+) 

 

70 

VG 

1 

2 

≥2 

 1 

2 

3 

36 

舌状花：花筒の長さ QN 

(c／d) 

 

 

70 

VG 

短 

中 

長 

 3  

5  

7 

37 

舌状花：最大幅部の横

断面の形 

QN 

(c／d) 

(+) 

70 

VG 

縁が重なる強い凹 

縁が接する強い凹 

強い凹 

やや凹 

わずかに凹 

平 

わずかに凸 

やや凸 

強い凸 

縁が接する強い凸 

縁が重なる強い凸 

 1  

2  

3 

4 

5 

６ 

7 

8 

9 

10 

11 

38 

舌状花：周縁の巻き方 

QN 

(c／d) 

(+) 

70 

VG 

強い内巻き 

内巻き 

弱い内巻き 

平 （ 巻かない） 

弱い外巻き 

外巻き 

強い外巻き 

 1  

2  

3 

4 

5 

６ 

7  

39 

舌状花の縦断面の形状 

PQ 

(c／d) 

(+) 

70 

VG 

内曲 

平 

外反 

曲りくねる 

よじれ 

つまおれ 

 1  

2  

3 

4 

5 

６ 

40 

半八重、八重 

品種に限る：舌状花：

内花弁縦断面の形状

（もし外輪弁とは違

う） 

PQ 

(c／d) 

(+) 

70 

MS 

内曲 

平 

外反 

曲りくねる 

よじれ 

つまおれ 

 1  

2  

3 

4 

5 

６ 
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番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

55 

非デイジー型の品種に

限る。花盤：中央暗色

部分（開やく前） 

QL 

(c／f) 

７0 

VG 

無 

有 

 1 

９ 

56 

デイジー型の品種に限

る。花盤：中央暗色部

の色（開やく前） 

PQ 

(c／f) 

７0 

VG 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

  

57 

デイジー型の品種に限

る。花盤：色（開やく

時） 

PQ 

(c／f) 

７0 

VG 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

  

58 

デイジー型の品種に限

る。花盤小花：型 

PQ 

(c／f) 

(＋) 

７0 

VG 

針形 

管状 

ロート形 

広がった管状 

花弁状 

 1 

2 

3 

4 

5 

59 

デイジー型の品種に限

る。管状小花：色 

PQ 

７0 

VG 

 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

  

60 

デイジー型の品種に限

る。管状小花：長さ 

PQ 

(ｆ) 

７0 

MS 

短 

中 

長 

 ３ 

５ 

７ 

 

A.2 菊の選択可能形質 

 

表 A.2 菊の選択可能形質表 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

61 

葉片：縁の鋸溝の数 

QN 

（＋） 

70 

VG 

 少 

中 

多 

３ 

５ 

７ 

62 

叢生でない品種に限

る：花序：形 

PQ 

（＋） 

70 

VG 

円錐形 

ドーム状 

円筒形 

散房花序形 

平らな散房花序形 

 1 

2 

3 

4 

5 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

49 

舌状花：表面の二次色

の分布型 

PQ 

(c／d／e) 

(+) 

70 

VG 

一様又はほぼ一様 

ぼかし 

不明瞭な条 

明瞭な条 

斑点 

斑点及び条 

まだら 

 

 

 

1  

2  

3 

４ 

５ 

６ 

７ 

50 

舌状花：表面と裏面の

色比較 

PQ 

（c／d／e） 

70 

VG 

類似 

異なる 

 1  

2  

 

51 

舌状花：裏面の色（表

面と裏面は明らかに異

なる） 

PQ 

（c／d／e） 

70 

VG 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

  

52 

非デイジー型品種の一

重及び半八重品種に限

る：花盤の直径 

QN 

（d） 

70 

MＳ 

小 

中 

大 

緑宝石 

雪凯撒 

粉沙姆 

3 

5 

7 

53 

非デイジー型品種の一

重及び半八重品種に限

る：花盤直径は頭状の

花序径の大きさに対し

て 

QN 

（d） 

70 

VG 

小 

中 

大 

 

 

3 

5 

7  

 

 

54 

非デイジー型の品種に

限る：花盤：色（開や

く前） 

PQ 

（c／f） 

70 

VG 

白 

緑 

黄緑 

淡黄 

黄 

黄橙 

橙 

赤褐 

褐 

褐黒 

紫黒 

 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 
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番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

55 

非デイジー型の品種に

限る。花盤：中央暗色

部分（開やく前） 

QL 

(c／f) 

７0 

VG 

無 

有 

 1 

９ 

56 

デイジー型の品種に限

る。花盤：中央暗色部

の色（開やく前） 

PQ 

(c／f) 

７0 

VG 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

  

57 

デイジー型の品種に限

る。花盤：色（開やく

時） 

PQ 

(c／f) 

７0 

VG 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

  

58 

デイジー型の品種に限

る。花盤小花：型 

PQ 

(c／f) 

(＋) 

７0 

VG 

針形 

管状 

ロート形 

広がった管状 

花弁状 

 1 

2 

3 

4 

5 

59 

デイジー型の品種に限

る。管状小花：色 

PQ 

７0 

VG 

 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

  

60 

デイジー型の品種に限

る。管状小花：長さ 

PQ 

(ｆ) 

７0 

MS 

短 

中 

長 

 ３ 

５ 

７ 

 

A.2 菊の選択可能形質 

 

表 A.2 菊の選択可能形質表 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

61 

葉片：縁の鋸溝の数 

QN 

（＋） 

70 

VG 

 少 

中 

多 

３ 

５ 

７ 

62 

叢生でない品種に限

る：花序：形 

PQ 

（＋） 

70 

VG 

円錐形 

ドーム状 

円筒形 

散房花序形 

平らな散房花序形 

 1 

2 

3 

4 

5 

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

49 

舌状花：表面の二次色

の分布型 

PQ 

(c／d／e) 

(+) 

70 

VG 

一様又はほぼ一様 

ぼかし 

不明瞭な条 

明瞭な条 

斑点 

斑点及び条 

まだら 

 

 

 

1  

2  

3 

４ 

５ 

６ 

７ 

50 

舌状花：表面と裏面の

色比較 

PQ 

（c／d／e） 

70 

VG 

類似 

異なる 

 1  

2  

 

51 

舌状花：裏面の色（表

面と裏面は明らかに異

なる） 

PQ 

（c／d／e） 

70 

VG 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

  

52 

非デイジー型品種の一

重及び半八重品種に限

る：花盤の直径 

QN 

（d） 

70 

MＳ 

小 

中 

大 

緑宝石 

雪凯撒 

粉沙姆 

3 

5 

7 

53 

非デイジー型品種の一

重及び半八重品種に限

る：花盤直径は頭状の

花序径の大きさに対し

て 

QN 

（d） 

70 

VG 

小 

中 

大 

 

 

3 

5 

7  

 

 

54 

非デイジー型の品種に

限る：花盤：色（開や

く前） 

PQ 

（c／f） 

70 

VG 

白 

緑 

黄緑 

淡黄 

黄 

黄橙 

橙 

赤褐 

褐 

褐黒 

紫黒 

 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 
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附録 B 

（資料性附録） 

きく形質一覧表の解釈 

 

B.1 菊の生育段階 

 

表 B.1 菊の生育段階一覧表 

編号 名称 説明 

50 蕾期 蕾が十分に色を見せてまもなくオープンしたとき 

60 開花始期 50%の植木は少なくとも 1つの頭状の花序が開放される 

70 満開期 半八重、八重品種開やく前：八重品種先端頭状花序を満開時 

 

B.2 複数の形質に関する解釈 

（a）茎柄や托葉の形質に関しては、茎柄の上から下まで 1 / 3箇所を観測すること。 

（b）葉の形質に関しては、茎柄の上から下まで 1 / 3箇所の葉を観測すること 

（c）頭状花序の形質に関しては 先端頭状花序を観測すること 

（d）舌状花の形質に関しては、別に説明しない限り最も外輪花を観測すること。舌状花

がない場合 これらの形質は観測しない。 

（e）主色は分布面積が最大の色、次の色（存在すれば）分布面積 2 番目の大きさの色を

指す。 

（f）管状花の形質に関しては 開やく前に外輪管形花を観測すること。 

 

B.3 個体の形質に関する解釈 

形質分級と図の中コード見 A.1 

形質２植木：タイプ 

（a）叢生でない：先端の利点は明らかに自然に単一の茎を生成する品種である。 

（b）叢生：先端の利点は弱、 単一の茎を持たず品種。 

 

形質 3 叢生品種に限る：植木：生長習性 B.1図。 

 

図 B.1 形質 3叢生品種に限る：植木：生長習性 

 

 

 

  

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

63 

叢生でない品種に限

る：花序：側枝の頭花

の向き 

QN 

（＋） 

70 

VG 

上 

斜上 

水平 

斜下 

 1 

2 

3 

4 

 

64 

舌状花：周縁の巻き部

位 

PQ 

（c／d） 

70 

VG 

基部 1/4 

基部 1/2 

基部 3/4 

中部 1/2 

先端部 3/4  

先端部 1/2  

先端部 1/4  

至る所 

 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

65 

舌状花：筒部断面形状

（ロート状、さじ状 

と管状小花） 

PQ 

（c／d） 

70 

VG 

円形 

楕円形 

平 

三角形 

 1 

2 

3 

4 

 

66 

半八重、八重品種に限

る：舌状花：内花弁の

表面の色 

（もし外花弁と異なる

場合） 

PQ 

（c／d／e） 

70 

VG 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

  

67 

半八重、八重品種に限

る：舌状花：内花弁の

裏面の色 

（もし外花弁と異なる

場合） 

PQ 

（c／d／e） 

70 

VG 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

  

68 

デイジー型の品種に限

る。：花床：縦断面の

形 

PQ 

（c） 

（＋） 

70 

VG 

凹   

平 

ややドーム状 

やや円錐状 

強いドーム状 

強円錐状 
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附録 B 

（規範性附録） 

きく形質一覧表の解釈 

 

B.1 菊の生育段階 

 

表 B.1 菊の生育段階一覧表 

編号 名称 説明 

50 蕾期 蕾が十分に色を見せてまもなくオープンしたとき 

60 開花始期 50%の植木は少なくとも 1つの頭状の花序が開放される 

70 満開期 半八重、八重品種開やく前：八重品種先端頭状花序を満開時 

 

B.2 複数の形質に関する解釈 

（a）茎柄や托葉の形質に関しては、茎柄の上から下まで 1 / 3箇所を観測すること。 

（b）葉の形質に関しては、茎柄の上から下まで 1 / 3箇所の葉を観測すること 

（c）頭状花序の形質に関しては 先端頭状花序を観測すること 

（d）舌状花の形質に関しては、別に説明しない限り最も外輪花を観測すること。舌状花

がない場合 これらの形質は観測しない。 

（e）主色は分布面積が最大の色、次の色（存在すれば）分布面積 2 番目の大きさの色を

指す。 

（f）管状花の形質に関しては 開やく前に外輪管形花を観測すること。 

 

B.3 個体の形質に関する解釈 

形質分級と図の中コード見 A.1 

形質２植木：タイプ 

（a）叢生でない：先端の利点は明らかに自然に単一の茎を生成する品種である。 

（b）叢生：先端の利点は弱、 単一の茎を持たず品種。 

 

形質 3 叢生品種に限る：植木：生長習性 B.1図。 

 

図 B.1 形質 3叢生品種に限る：植木：生長習性 

 

 

 

  

番号 形質 
観測時期

と方法 
状態 標準品種 階級 

63 

叢生でない品種に限

る：花序：側枝の頭花

の向き 

QN 

（＋） 

70 

VG 

上 

斜上 

水平 

斜下 

 1 

2 

3 

4 

 

64 

舌状花：周縁の巻き部

位 

PQ 

（c／d） 

70 

VG 

基部 1/4 

基部 1/2 

基部 3/4 

中部 1/2 

先端部 3/4  

先端部 1/2  

先端部 1/4  

至る所 

 1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

65 

舌状花：筒部断面形状

（ロート状、さじ状 

と管状小花） 

PQ 

（c／d） 

70 

VG 

円形 

楕円形 

平 

三角形 

 1 

2 

3 

4 

 

66 

半八重、八重品種に限

る：舌状花：内花弁の

表面の色 

（もし外花弁と異なる

場合） 

PQ 

（c／d／e） 

70 

VG 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

  

67 

半八重、八重品種に限

る：舌状花：内花弁の

裏面の色 

（もし外花弁と異なる

場合） 

PQ 

（c／d／e） 

70 

VG 

RHS ｶﾗｰﾁｬｰﾄ 

による 

  

68 

デイジー型の品種に限

る。：花床：縦断面の

形 

PQ 

（c） 

（＋） 

70 

VG 

凹   

平 

ややドーム状 

やや円錐状 

強いドーム状 

強円錐状 
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形質 15 葉：基部の形 見図 B.5 

 

 

備考：非対称の品種の基部の形はそれぞれ異なるが、非対称の基部を持つ品種はこの形質

を状態 6 として調査する。 

図 B.5 葉：基部の形 

 

形質 16 葉：先端形 見図 B.6 

 

 

 

  

図 B.6 叶片：先端形状 

形質 7 葉柄：姿 見図 B.2 

 
見図 B.2 葉柄：姿 

 

形質 12 葉：先端裂片の相対的な長さ. 見図 B.3 

 

図 B.3 葉：先端裂片の相対的な長さ 

 

形質 13 葉：最底部一次欠刻の深さ 見図 B.4 

 

図 B.4 葉：最底部一次欠刻の深さ 
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形質 15 葉：基部の形 見図 B.5 

 

 

備考：非対称の品種の基部の形はそれぞれ異なるが、非対称の基部を持つ品種はこの形質

を状態 6 として調査する。 

図 B.5 葉：基部の形 

 

形質 16 葉：先端形 見図 B.6 

 

 

 

  

図 B.6 叶片：先端形状 

形質 7 葉柄：姿 見図 B.2 

 
見図 B.2 葉柄：姿 

 

形質 12 葉：先端裂片の相対的な長さ. 見図 B.3 

 

図 B.3 葉：先端裂片の相対的な長さ 

 

形質 13 葉：最底部一次欠刻の深さ 見図 B.4 

 

図 B.4 葉：最底部一次欠刻の深さ 
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形質 30 頭花：舌状花主要タイプ 

頭花にわずかに 1種類の舌状花が含む場合、形質 30にて記載。第二種類の舌状 

花が含む場合、形質 31にて記載。 

形質 30 頭花：舌状花主要タイプ 見図 B.10 

形質 31 頭花：舌状花副次的なタイプ 見図 B.10 

 

図 B.10 頭花：舌状花主要タイプ 

      頭花：舌状花副次的なタイプ 

 

 

 

 

形質 32：舌状花：バリ、 見図 B.11 

 

図 B.11 舌状花：バリ 

 

 

  

無 有 

1 9 

形質 18 葉：縁の切込みの深さ 見図 B.7 

 

図 B.7 葉：縁の切込みの深さ 

 

 

形質 19 多頭叢生でない品種に限る：花序：一次分枝の着生角度 見図 B.8 

 

図 B.8 多頭叢生でない品種に限る：花序：一次分枝の着生角度 

 

形質 21 頭花：型  

a）舌状花なし： 管状花のみの頭花 

b）一重：列の舌状花及び常に露心する明確な花盤を有する頭花。 

c）半八重：列以上の舌状花及び常に露心する明確な花盤を有する頭花。 

d）露心する八重：花盤が開花の初期段階は見えないが、頭花が完全に開くと露心する頭 

花。花盤は、常に明らかとは限らない。 

d)八重：開花のどのステージでも花盤が露心しない頭花。 

形質 22 花盤:型（八重品種を除く） 見図 B.9 

 
図 B.9 花盤:型（八重品種を除く） 
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形質 30 頭花：舌状花主要タイプ 

頭花にわずかに 1種類の舌状花が含む場合、形質 30にて記載。第二種類の舌状 

花が含む場合、形質 31にて記載。 

形質 30 頭花：舌状花主要タイプ 見図 B.10 

形質 31 頭花：舌状花副次的なタイプ 見図 B.10 

 

図 B.10 頭花：舌状花主要タイプ 

      頭花：舌状花副次的なタイプ 

 

 

 

 

形質 32：舌状花：バリ、 見図 B.11 

 

図 B.11 舌状花：バリ 

 

 

  

無 有 

1 9 

形質 18 葉：縁の切込みの深さ 見図 B.7 

 

図 B.7 葉：縁の切込みの深さ 

 

 

形質 19 多頭叢生でない品種に限る：花序：一次分枝の着生角度 見図 B.8 

 

図 B.8 多頭叢生でない品種に限る：花序：一次分枝の着生角度 

 

形質 21 頭花：型  

a）舌状花なし： 管状花のみの頭花 

b）一重：列の舌状花及び常に露心する明確な花盤を有する頭花。 

c）半八重：列以上の舌状花及び常に露心する明確な花盤を有する頭花。 

d）露心する八重：花盤が開花の初期段階は見えないが、頭花が完全に開くと露心する頭 

花。花盤は、常に明らかとは限らない。 

d)八重：開花のどのステージでも花盤が露心しない頭花。 

形質 22 花盤:型（八重品種を除く） 見図 B.9 

 
図 B.9 花盤:型（八重品種を除く） 
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形質 37  舌状花：最大幅部の横断面の形 見図 B.15 

 

 

 

図 B.15 舌状花：最大幅部の横断面の形 

 

形質 38 舌状花：周縁の巻き方 見図：B.16 

 
図 B.16 舌状花：周縁の巻き方 

 

形質 33 一重及び半八重品種に限る：舌状花の基部の向き 見図 B.12 

 
図 B.12 一重及び半八重品種に限る：舌状花の基部の向き 

 

形質 34 舌状花：表面の状態  見図 B.13 

 

図 B.13 舌状花：表面の状態 

 

 

 

形質 35 舌状花：キールの数 見図 B.14 

 
図 B.14 舌状花：キールの数 
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形質 37  舌状花：最大幅部の横断面の形 見図 B.15 

 

 

 

図 B.15 舌状花：最大幅部の横断面の形 

 

形質 38 舌状花：周縁の巻き方 見図：B.16 

 
図 B.16 舌状花：周縁の巻き方 

 

形質 33 一重及び半八重品種に限る：舌状花の基部の向き 見図 B.12 

 
図 B.12 一重及び半八重品種に限る：舌状花の基部の向き 

 

形質 34 舌状花：表面の状態  見図 B.13 

 

図 B.13 舌状花：表面の状態 

 

 

 

形質 35 舌状花：キールの数 見図 B.14 

 
図 B.14 舌状花：キールの数 
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形質 48 舌状花：表面の二次色の分布 見図 B.19 

 

 

 

 

図 B.19 舌状花：表面の二次色の分布 

 

 

  

形質 39 舌状花：縦断面の形状 見図 B.17 

形質 40 半八重、及び八重品種に限る 舌状花：内花弁の縦断面の形状 見図 B.17 

 

 
    図 B.17 舌状花：縦断面の形状 

      半八重、及び八重品種に限る 舌状花：内花弁の縦断面の形状 

 

形質 44 舌状花：先端の形 見図 B.18 

 

 

 

図 B.18 舌状花：先端の形 
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形質 48 舌状花：表面の二次色の分布 見図 B.19 

 

 

 

 

図 B.19 舌状花：表面の二次色の分布 

 

 

  

形質 39 舌状花：縦断面の形状 見図 B.17 

形質 40 半八重、及び八重品種に限る 舌状花：内花弁の縦断面の形状 見図 B.17 

 

 
    図 B.17 舌状花：縦断面の形状 

      半八重、及び八重品種に限る 舌状花：内花弁の縦断面の形状 

 

形質 44 舌状花：先端の形 見図 B.18 

 

 

 

図 B.18 舌状花：先端の形 
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形質 58 アネモネ型の品種に限る。菅状花：形  見図 B.21 

 

 

図 B.21 アネモネ型の品種に限る。菅状花：形 

 

形質 61 葉：周縁の鋸歯の数 見図 B.22 

 

図 B.22 葉：周縁の鋸歯の数 

 

形質 62 叢生でない品種に限る 花序：形 見図 B.23 

 

図 B.23 叢生でない品種に限る 花序：形 

 

 

 

  

形質 49 舌状花：内側の二次色の分布型 見図 B.20 

 

 

 
図 B.20 舌状花：内側の二次色の分布型 
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形質 58 アネモネ型の品種に限る。菅状花：形  見図 B.21 

 

 

図 B.21 アネモネ型の品種に限る。菅状花：形 

 

形質 61 葉：周縁の鋸歯の数 見図 B.22 

 

図 B.22 葉：周縁の鋸歯の数 

 

形質 62 叢生でない品種に限る 花序：形 見図 B.23 

 

図 B.23 叢生でない品種に限る 花序：形 

 

 

 

  

形質 49 舌状花：内側の二次色の分布型 見図 B.20 

 

 

 
図 B.20 舌状花：内側の二次色の分布型 
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NY/T 2228—2012 

 

付録 C 

（規範性付録） 

菊特性表用紙 

きく特性調査表  

 

 

(申請者又は代理機構捺印) 

 

C.1 出願品種仮名称：                             

C.2 植物分類 

学  名：                                

中国語名：                                

C.3 品種の種類 

次の該当の[   ]に✓を付す。 

C.3.1  栽培方式による分類 

C.3.1.1切花菊 

C.3.1.1.1切花小菊 

C.3.1.1.2切花大菊 

C.3.1.2鉢植えの菊 

C.3.1.2.1鉢植えの小菊 

C.3.1.2.2伝統品種の菊 

C.3.1.3地被菊 

C.3.2 用途による分類 

C.3.2.1観賞菊 

C.3.2.2食用菊 

C.3.2.3薬用菊 

  

出願番号：             
出願日：       

[審査機関記載欄] 
 

形質 63 叢生でない品種に限る。花序：側枝の頭花の向き 見図 B.24 

 

 

図 B.24 叢生でない品種に限る。花序：側枝の頭花の向き 

 

 

形質 68 デイジー型の品種に限る。花盤：断面の形 見図 B.25 

 

 
図 B.25 デイジー型の品種に限る。花盤：断面の形 
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NY/T 2228—2012 

 

附録 C 

（規範性附録） 

菊特性表用紙 

きく特性調査表  

 

 

(申請者又は代理機構捺印) 

 

C.1 出願品種仮名称：                             

C.2 植物分類 

学  名：                                

中国語名：                                

C.3 品種の種類 

次の該当の[   ]に✓を付す。 

C.3.1  栽培方式による分類 

C.3.1.1切花菊 

C.3.1.1.1切花小菊 

C.3.1.1.2切花大菊 

C.3.1.2鉢植えの菊 

C.3.1.2.1鉢植えの小菊 

C.3.1.2.2伝統品種の菊 

C.3.1.3地被菊 

C.3.2 用途による分類 

C.3.2.1観賞菊 

C.3.2.2食用菊 

C.3.2.3薬用菊 

  

出願番号：             
出願日：       

[審査機関記載欄] 
 

形質 63 叢生でない品種に限る。花序：側枝の頭花の向き 見図 B.24 

 

 

図 B.24 叢生でない品種に限る。花序：側枝の頭花の向き 

 

 

形質 68 デイジー型の品種に限る。花盤：断面の形 見図 B.25 

 

 
図 B.25 デイジー型の品種に限る。花盤：断面の形 
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表 C.1 出願品種の特性表 

番号 形質 状 態 階級 測定値 

1 

植株：高さ（形質 1） 極短 

極短から短まで 

短 

短から中まで 

中 

中から高まで 

高 

高から極高まで 

極高 

1  [   ] 

2  [   ] 

3  [   ] 

4  [   ] 

5  [  ] 

6  [   ] 

7  [   ] 

8  [   ] 

9  [   ] 

 

2 
植株：タイプ(形質 2 ) 非叢生型  

叢生型  
1  [   ] 

2  [   ] 
 

3 

*頭花：タイプ 

（形質 21） 

無舌状花 

単弁 

半重弁 

重弁（後期露心） 

重弁（後期非露心） 

1  [   ] 

2  [   ] 

3  [   ] 

4  [   ] 

5  [  ] 

 

4 
重弁品種を除く：花盤：型 （形

質 22） 

非デイジー型 

デイジー型 

1  [   ] 

2  [   ] 
 

5 

単頭品種に限る：頭花：直径(形

質 23 ) 

小 

中 

大 

1  [   ] 

2  [   ] 

3  [   ] 

 

6 多頭品種に限る：頭花：直径(形

質24 ) 

小 

中 

大 

1  [   ] 

2  [   ] 

3  [   ] 

 

7 *頭花：舌状花主要タイプ(形質

30 ) 

平滑 

内巻き 

さじ状 

管状  

ロート状 

1  [   ] 

2  [   ] 

3  [   ] 

4  [   ] 

5  [  ] 

 

8 舌状花：内側色の数（形質 

45） 

１ 

２ 

2以上 

1  [   ] 

2  [   ] 

3  [   ] 

 

9 舌状花：内側主要な色（形質 

46） 

白又白近く 

黄緑 

緑 

淡黄 

黄 

橙 

ピンク 

赤い 

薄紫 

1  [   ] 

2  [   ] 

3  [   ] 

4  [   ] 

5  [  ] 

6  [   ] 

7  [   ] 

8  [   ] 

9  [   ] 

 

C.4 出願品種の特性を示すカラー写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｛品種写真をここに貼り付けてください｝ 

(写真が多い場合、別紙に貼り付けて添付してください) 

 

C.5 その他、出願品種の特性判明に役立つ補足情报 

(例えば：品種の用途、抵抗性などに関する詳細な情報) 

 

C.6 品種栽培又は試験では、特別な条件が必要か？ 

該当の[   ]に✓を付す。 

はい[   ]           いいえ[   ] 

(“はい”と回答した場合，詳細な情報を提供してください) 

 

C.7 品種の植物体の保存には、、特別な条件が必要か？ 

該当の [   ]に✓を付す。 

はい[   ]           いいえ[   ] 

(“はい”と回答した場合，詳細な情報を提供してください) 

 

C.8 出願品種の形質 

表 C.1の該当の[   ]に✓を付す。測定値がある場合、表 C.1に記入してください。     
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表 C.1 出願品種の特性表 

番号 形質 状 態 階級 測定値 

1 

植株：高さ（形質 1） 極短 

極短から短まで 

短 

短から中まで 

中 

中から高まで 

高 

高から極高まで 

極高 

1  [   ] 

2  [   ] 

3  [   ] 

4  [   ] 

5  [  ] 

6  [   ] 

7  [   ] 

8  [   ] 

9  [   ] 

 

2 
植株：タイプ(形質 2 ) 非叢生型  

叢生型  
1  [   ] 

2  [   ] 
 

3 

*頭花：タイプ 

（形質 21） 

無舌状花 

単弁 

半重弁 

重弁（後期露心） 

重弁（後期非露心） 

1  [   ] 

2  [   ] 

3  [   ] 

4  [   ] 

5  [  ] 

 

4 
重弁品種を除く：花盤：型 （形

質 22） 

非デイジー型 

デイジー型 

1  [   ] 

2  [   ] 
 

5 

単頭品種に限る：頭花：直径(形

質 23 ) 

小 

中 

大 

1  [   ] 

2  [   ] 

3  [   ] 

 

6 多頭品種に限る：頭花：直径(形

質24 ) 

小 

中 

大 

1  [   ] 

2  [   ] 

3  [   ] 

 

7 *頭花：舌状花主要タイプ(形質

30 ) 

平滑 

内巻き 

さじ状 

管状  

ロート状 

1  [   ] 

2  [   ] 

3  [   ] 

4  [   ] 

5  [  ] 

 

8 舌状花：内側色の数（形質 

45） 

１ 

２ 

2以上 

1  [   ] 

2  [   ] 

3  [   ] 

 

9 舌状花：内側主要な色（形質 

46） 

白又白近く 

黄緑 

緑 

淡黄 

黄 

橙 

ピンク 

赤い 

薄紫 

1  [   ] 

2  [   ] 

3  [   ] 

4  [   ] 

5  [  ] 

6  [   ] 

7  [   ] 

8  [   ] 

9  [   ] 

 

C.4 出願品種の特性を示すカラー写真 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

｛品種写真をここに貼り付けてください｝ 

(写真が多い場合、別紙に貼り付けて添付してください) 

 

C.5 その他、出願品種の特性判明に役立つ補足情报 

(例えば：品種の用途、抵抗性などに関する詳細な情報) 

 

C.6 品種栽培又は試験では、特別な条件が必要か？ 

該当の[   ]に✓を付す。 

はい[   ]           いいえ[   ] 

(“はい”と回答した場合，詳細な情報を提供してください) 

 

C.7 品種の植物体の保存には、、特別な条件が必要か？ 

該当の [   ]に✓を付す。 

はい[   ]           いいえ[   ] 

(“はい”と回答した場合，詳細な情報を提供してください) 

 

C.8 出願品種の形質 

表 C.1の該当の[   ]に✓を付す。測定値がある場合、表 C.1に記入してください。     
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４ ブドウ 

 

ICS 65.020.20 

B 05 

                                                              NY 
 

中華人民共和国農業標準 

NY/T ××××-201× 

                                                      
 

植物新品種の区別性、均一性、安定性 

に関する審査基準 ぶどう 

Guidelines for the conduct of tests for distinctness, 

uniformity and stability 

Grapevine 

(Vitis L.) 

(UPOV:TG/50/9,Guidelines for the conduct of tests for 

distinctness, 

uniformity and stability—Grapevine, NEQ ) 

(審査申請稿） 

 

 

 

××××-××-××発表           ××××-××-××実施 

中華人民共和国農業部 

表C１続 

番号 形質 状 態 階級 測定値 

  紫 10 [   ]  

10 舌状花：内側二次色（形質 

47） 

白又白近く 

黄緑 

緑 

淡黄 

黄 

橙 

ピンク 

赤い 

薄紫 

紫 

1  [   ] 

2  [   ] 

3  [   ] 

4  [   ] 

5  [  ] 

6  [   ] 

7  [   ] 

8  [   ] 

9  [   ] 

10 [   ] 

 

 

 

 




